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必要に応じて反映

＜管理機関＞
・管理計画の振り返り
・アクションプランの振り返り

など

＜科学委員会＞
・科学委員会、下部WG
・事前ヒアリング

など

＜地域連絡会議＞
・地域連絡会議、作業部会
・事前ヒアリング

など

・学術研究会 ・地域連絡会議勉強会

・小笠原諸島の自然環境等に係る情報収集、整理 など

管理計画及びアクションプラン点検作業方針イメージ（案）
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管理計画及びアクションプラン点検作業の進め方
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• 管理計画及びアクションプランの点検にあたって、①～④の作業を実施
• いずれも現時点では中間報告であり、今後、科学委員会（改定下部WG含む）や地域連絡会議（改定作業

部会含む）でご意見をいただく等、随時情報を更新・追加しながら、点検作業を進めていく。

管理計画・アクションプランの見直し

１．管理計画・アクションプランの評価

②：アクションプランの振り返り

①：管理計画の振り返り

２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出

③：学術研究会での主なご意見等

事務局での整理に加え、科学委員会、地域連絡会議
等での議論を通して、今後も継続作業

事務局において振り返り作業を実施中。
※①については他項目の整理状況も踏まえて要整理

④各種会議や既存調査結果※等の整理
科学委員会の主な助言事項等
地域連絡会議での主なご意見等

※アクションプランや各種調査結果等を想定



１．管理計画・アクションプランの評価



１．管理計画・アクションプランの評価
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■現行計画の基本的事項・基本方針・基本理念等の要点の確認

【基本理念】
世界自然遺産小笠原諸島の顕著で普遍的な価値を正しく理解し、島の自然と人間が共生していくことにより、小笠原諸島の優れた自然環境を健全な
状態で後世に引き継いでいく。

【基本方針】 ※「・」レベルの記述は、計画書文言を要約
１）遺産価値を支える自然環境の保全
・人間が到達する以前の生態系を理想としつつも、技術的な限界を踏まえて、侵
略的外来種による遺産価値への干渉をできるだけ少なくすることを基本とする。

・遺産価値の中心となる種の絶滅を回避するための保全管理を実施する。

２）侵略的外来種対策の継続
①総合的な生態系管理の推進
・島ごとに異なる複雑な種間相互の関係に着目して、事業の実施に伴う種間関係
の変化予測を行うとともに、それに基づき各種事業を実施する。

・既に失われた生態系の機能や広域分布種や外来種によって生態系の機能が担わ
れている場合があることにも留意する。

・広域移動種による外来種の移動拡散も念頭に置き、単独の島ではなく移動範囲
全体に着目し、各島における対策を連携して進める必要がある。

②新たな外来種の侵入・拡散の防止
・公共事業や調査における対策の徹底、農業等村民生活が関わる場面での具体的
な対策の実施方法等を引き続き検討する。

・関係者が、外来種の侵入・拡散リスクを認識し、必要な行動を促すために、普
及啓発等の取組を進める。

３）人と暮らしと自然との調和
①村民や来島者への普及啓発
・村民や来島者が遺産の価値やその保全管理の意義を理解できるよう普及啓発を
実施する。

②自然と共生した暮らしと産業の実現
・保全管理においては、村民生活や各産業への影響に配慮するとともに、影響が
生じる場合にはその回避や低減への支援を行う。

・外来種対策や固有種保全に配慮した農業の促進、愛玩動物の適正飼養等を通じ
て、自然と共生した島の暮らしと産業を実現する。

③各種事業における環境配慮
・保全管理を含む各種公共事業や調査の実施においては、外来種対策以外の現時
点で想定される生態系リスクについても適切に対処する。

４）順応的な保全管理の実施
①継続的な調査と情報の活用
・気候変動の影響も含めて、長期・継続的な調査を実施し、順応的な管理を行う。

②科学的アプローチと合意形成
・生態系への干渉をなるべく少なくすることを基本としつつ、著しい生態系の影
響に対しては、最新の科学的知見に基づく保全技術を用いて対処する。

・科学委員会や地域連絡会議とともに、保全管理を進行する。

①管理計画の振り返り

2010年1月版（初版）より、同様の理念・文言が引き継がれて
きた（ただし、初版では「全体目標」と表現）。

下線のポイントはいずれも重要な視点と考えられるが、一部は後述の記載と重複した書きぶり
になっていたり、後述の記載との関係性が不明瞭なものもある。

【計画の基本的事項】 ※計画書文言を要約
（目的）小笠原諸島全体における自然環境の保全管理を適正かつ円滑に進めるための基本方針を明らかにするもの。
（期間）管理計画の期間はおおむね１０年先を見据えた長期目標を示し、自然環境や社会状況の変化を踏まえ、５年を目途に点検」
（実行）主に島ごとの目標及び対策の内容を示す「アクションプラン」を定める。

本年度が５年目の点検時期にあたる

※今後の振り返り結果を踏まえて、改めて基本理念・基本方針の見直しの必要性について整理予定



１.はじめに

２.計画の基本
的事項
・策定の目的
・対象範囲
・期間
・管理計画実行
の考え方

本計画の実行にあ
たり、主に島ごと
の目標及び対策
の内容を示す「世
界遺産小笠原諸
島生態系保全アク
ションプラン」を定
める。

３.世界自然遺産
小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置
（２）総説
（３）自然環境
地質、気象・海流、植物、
動物、生態系の相互作用
と進化

（４）社会環境
歴史と生活、主な産業土
地所有状況、利用状況

（５）世界自然遺産小笠原
諸島

遺産価値（WHC評価）、
WHC決議の要請事項・
奨励事項、管理の現状
（遺産登録後の変化・取組
の成果・課題）

４.管理の基本理念と基本方針
（１）基本理念
世界自然遺産小笠原の顕著で普遍
的な価値を正しく理解し、島の自然
と人間が共生していくことにより、小
笠原諸島の有する優れた自然環境
を健全な状態で後世に引き継いで
いく

（２）基本方針
１）遺産価値を支える自然環境の保全
２）侵略的外来種対策の継続
①総合的な生態系管理の推進
②新たな外来種の侵入・拡散の防止
３）人の暮らしと自然との調和
①村民や来島者への普及啓発
②自然と共生した暮らしと産業の実現
③各種事業における環境配慮
４）順応的な保全管理の実施
①継続的な調査と情報の活用
②科学的アプローチと合意形成

５.管理の方策 ６.管理の体制
・管理景観の体制
・科学的知見に基づく
順応的管理体制
・関係者の連携のため
の体制
・国内外との連携

７.おわりに

参考①用語の説明
参考②生態系保全に

係るガイドライン
等の一覧

参考③主な法規制等
参考④地域連絡会議

設置要綱
参考⑤科学委員会

設置要綱

（１）保護制度の適切な運用
原生自然
環境保全
地域

国立
公園

森林生
態系保
護地域

国指定
鳥獣保
護区

国内希少
野生動植
物種

天然記
念物

外来種対
策に係る
制度

（２）新たな外来種の侵入・拡散防止

（３）各種事業における環境配慮の徹底

（４）自然と共生した島の暮らしの実現

（５）エコツーリズムの推進

（６）継続的な調査と情報の管理

（７）島ごとの対策の方向性

長期目標

生態系の保全管理及び
調査

その他の緑化・建設事
業

自然利用

農業活動

愛玩動物・園芸植物の
飼養・栽培・持ち込み等

定期航路等による物資
や人の移動

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

【１．父島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【２．兄島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【３．弟島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【19.西之島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

～ ～

「世界遺産小笠原諸島生態系保全アクションプラン」

【父島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【兄島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【弟島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【西之島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

～ ～

■世界自然遺産 小笠原諸島管理計画（2018.3） の構成
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１．管理計画・アクションプランの評価

世界遺産委員会において
示された要請事項・奨励
事項はここに記載！



■現行管理計画の枠組みに関する現状・問題点等

１.はじめに

２.計画の基本
的事項
・策定の目的
・対象範囲
・期間
・管理計画実行
の考え方

本計画の実行にあ
たり、主に島ごと
の目標及び対策
の内容を示す「世
界遺産小笠原諸
島生態系保全アク
ションプラン」を定
める。

３.世界自然遺産
小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置
（２）総説
（３）自然環境
地質、気象・海流、植物、
動物、生態系の相互作用
と進化

（４）社会環境
歴史と生活、主な産業土
地所有状況、利用状況

（５）世界自然遺産小笠原
諸島

遺産価値（WHC評価）、
WHC決議の要請事項・
奨励事項、管理の現状
（遺産登録後の変化・取組
の成果・課題）

４.管理の基本理念と基本方針
（１）基本理念
世界自然遺産小笠原の顕著で普遍
的な価値を正しく理解し、島の自然
と人間が共生していくことにより、小
笠原諸島の有する優れた自然環境
を健全な状態で後世に引き継いで
いく

（２）基本方針
１）遺産価値を支える自然環境の保全
２）侵略的外来種対策の継続
①総合的な生態系管理の推進
②新たな外来種の侵入・拡散の防止
３）人の暮らしと自然との調和
①村民や来島者への普及啓発
②自然と共生した暮らしと産業の実現
③各種事業における環境配慮
４）順応的な保全管理の実施
①継続的な調査と情報の活用
②科学的アプローチと合意形成

５.管理の方策 ６.管理の体制
・管理景観の体制
・科学的知見に基づく
順応的管理体制
・関係者の連携のため
の体制
・国内外との連携

７.おわりに

参考①用語の説明
参考②生態系保全に

係るガイドライン
等の一覧

参考③主な法規制等
参考④地域連絡会議

設置要綱
参考⑤科学委員会

設置要綱

（１）保護制度の適切な運用
原生自然
環境保全
地域

国立
公園

森林生
態系保
護地域

国指定
鳥獣保
護区

国内希少
野生動植
物種

天然記
念物

外来種対
策に係る
制度

（２）新たな外来種の侵入・拡散防止

（３）各種事業における環境配慮の徹底

（４）自然と共生した島の暮らしの実現

（５）エコツーリズムの推進

（６）継続的な調査と情報の管理

（７）島ごとの対策の方向性

長期目標

生態系の保全管理及び
調査

その他の緑化・建設事
業

自然利用

農業活動

愛玩動物・園芸植物の
飼養・栽培・持ち込み等

定期航路等による物資
や人の移動

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

長期目標 これまでの取組 今後の対応方針

【１．父島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【２．兄島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【３．弟島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

【19.西之島】
◆特徴
◆長期目標
◆対策の方
向性

～ ～

「世界遺産小笠原諸島生態系保全アクションプラン」

【父島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【兄島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【弟島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

【西之島】
◆長期目標
◆2018-2022
達成目標

◆取組内容
◆実施機関

～ ～

6

アクションプランは「島ごとの対策
の方向性」とのみ紐づいており、管
理計画の長期目標や今後の対応方針
とのつながりが分かりにくい

管理の方策にある「自然と共生した島の暮ら
しの実現」「エコツーリズムの推進」に関す
る取組についてあまり触れられていない

「保護制度の適切な運用」
の記載内容が他と異なる

記載事項に他項目との重複
が見られる。

島ごとの対策の方向性が管理の
方策に含まれてしまっているた
め、（１）～（６）とのつなが
りが不明瞭

「基本方針」と「管理の方策」のつ
ながりがわかりにくい

１．管理計画・アクションプランの評価



１.はじめに

２.計画の基本
的事項
・策定の目的
・対象範囲
・期間
・管理計画実行
の考え方

本計画の実行にあ
たり、主に島ごと
の目標及び対策
の内容を示す「世
界遺産小笠原諸
島生態系保全アク
ションプラン」を定
める。

４.管理の基本理念と基本方針
（１）基本理念 （２）基本方針

（３）基本方針に貢献する保護制度

７.管理の体制
・管理景観の体制
・科学的知見に基づく
順応的管理体制
・関係者の連携のため
の体制
・国内外との連携

８.おわりに

参考①用語の説明
参考②生態系保全に

係るガイドライン
等の一覧

参考③主な法規制等
参考④地域連絡会議

設置要綱
参考⑤科学委員会

設置要綱

３.世界自然遺産
小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置
（２）総説
（３）自然環境
地質、気象・海流、植物、
動物、生態系の相互作用
と進化

（４）社会環境
歴史と生活、主な産業、土
地所有状況、利用状況

（５）世界自然遺産小笠原
諸島

遺産価値（WHC評価）、
WHC決議の要請事項・
奨励事項
（６）管理計画による管理の
現状及びこれまでの取組

世界自然遺産小笠原の顕著な普遍的
価値を正しく理解し、島の自然と人間が
共生していくことにより、小笠原諸島の
有する優れた自然環境を健全な状態で
後世に引き継いでいく

①優れた自然環境を健全な状態で後世に引き継いでいくための保全
（種の保全、外来種対策、環境配慮、順応的管理（科学的アプローチ・サイクル））

②顕著な普遍的価値を正しく理解し、島の自然と人間の共生
（村民への普及啓発・自然と共生した暮らし、来島者の啓発・エコツーリズム）

原生自然環境
保全地域

国立公園
森林生態系
保護地域

国指定鳥獣
保護区

国内希少野生動
植物種

天然記念物
外来種対策に
係る制度

５.管理の方策

（３）各種事業における
環境配慮の徹底

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（４）順応的管理のため
の情報の活用

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（５）自然と共生した島
の暮らしの実現

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題島民への普及啓発

愛玩動物・園芸植物の
飼養・栽培・持ち込み等

産業活動との調和

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（６）エコツーリズムの
推進

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

来島者向けの普及啓発

持続可能なエコツーリ
ズムの実現

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

６.島ごとの
対策の
方向性

父島
概要

新たな外来種の侵入拡散防止

１.父島

２.兄島

種の保全

各種事業における環境配慮の徹底

順応的管理のための情報の活用

自然と共生した島の暮らしの実現

エコツーリズムの推進

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

世界遺産小笠原諸島生態系保全アクションプラン
～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

～

モニタリング計画（？）

（１）種の保全 長期目標

植物の保全

陸産貝類の保全

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

その他の生物の保全
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（２）新たな外来種の
侵入・拡散防止

長期目標

外来種の拡散防止

物資や人の移動に伴う
外来種の侵入防止

管理方策
（既存の取組を含む）

新たな外来種の侵入状
況の把握

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

外来種被害からの再生
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

基
本
方
針
①
に
対
応

基
本
方
針
②
に
対
応

管理計画及びアクションプランの構成見直し（現時点案）

■世界自然遺産 小笠原諸島管理計画（2023～2033）構成見直し（案）

7

「基本理念～基本方針～管理の方策」の対応が
明確になるよう、基本方針を2つに再整理

生態系保全に限定せず、 「自然と共
生した島の暮らしの実現」「エコ
ツーリズムの推進」等に対応する事
項も盛り込む？

1～3については、構成変更なし。必要な時点
更新のみを行っていく。
※直近５年間の自然環境の変化等も踏まえる
と、計画対象期間（１０年先を見据えた長期
目標と５年を目途に点検）の変更も必要なし。

管理の方策とは切り離し
て、記載をする

「これまでの取組」「今後
の方針」とアクションプラ
ンとの関係を再整理する

（２）とそれ以下の内
容に重複感があったた
め、細目を再整理

管理計画では、課題を踏まえて実施すべき方
針を明記した上で、具体的な取り組み内容を
アクションプランで示す

5.の内容を島別に整理したものとして、島ご
との対策の方向性を章立てするとともに、ア
クションプランと管理計画の関係性がよりわ
かりやすくなるように再整理する
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②アクションプランの振り返り

１．管理計画・アクションプランの評価



１．管理計画・アクションプランの評価

9

②アクションプランの振り返り（中間評価）

• 全体で見ると、取組内容の約8割（件数ベース）は、目標を達成できていた。
• 目標達成困難の要因として最も多かったのは「予算」、次いで「技術」であった。
• 多くは現行アクションプランの構成がわかりにくい、達成目標の立て方が統一されていない、といったアクションプラン

の構成の見直しに関する意見が多かったものの、作業をとおして長期目標の再設定（オガサワラカワラヒワ、普及啓発な
ど）、現状に見合った目標への修正（オガサワラシジミ）など、「５．管理の方策」に反映すべきという意見もあった。

○：目標達成見込み

78%

―：評価なし・保留 3%

技術

4%

予算

7%

制度

2%

その他

6%×：目標達成困難

19%

図 取組内容の目標達成状況（件数ベース） 図 目標達成の要因（件数ベース）

★あくまで６月までの整理時点での情報。今後、各管理機関間で再チェックを行い、記載事項精査のうえ、再評価を実施予定。

短期目標の設定が的確でないなど、
現状を踏まえた評価が行えていない
項目も含まれている。

そもそも現実的な目標設定ができな
いといないことも一つの要因

外来種駆除技術の検討は行っているもの
の目標達成までは至らないという意見も
あり（＝開発そのものが困難）。



２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出
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③学術研究会での主なご意見等

■世界遺産の管理制度
• 研究者と地域住民、関係機関が十分な意見交換を行うことが求められている。
• IDEA（I 発案（Idea）、D 設計（Design）、E 実験（Experiment）、A 評価
（Assessment））の導入。

■地域参画・連携
• 地元企業の参画
• （知床の例を参考に）遺産を核とした地域のブランディング化
• 複数の行政機関が役割分担して保全対策を進めている中で、取りこぼしをどの
ように拾っていくのか

• 世界遺産の価値を保全するために、現在の法体制で足りない部分があるならば、
その抜けを埋めるために住民をどのように巻き込んでいくのかが重要

■生態系全般
• 返還後51年間の気象データによると、乾燥化の傾向が認められる
• （気候変動への適応策検討のためにも）気候変動と植生変化のモニタリングが
重要

• 島内での域外保全についての検討
• 度重なる干ばつや台風被害と相まって希少種の急速な衰退を招いている
• 効果的な駆除手法の開発
• 保全管理の進捗が注目されることは悪いことではないが、その陰で世界自然遺
産の根幹たる「価値」の部分が置き去りにされることは好ましくない

■研究者の役割
• 情報が不足している地域での生物相調査をさらに進
めること

• 小笠原のユニークに起因する生物の魅力や価値を発
見していくこと

• 遺産に登録されたからには頑張ろう、というモチ
ベーションどのように維持していくのかを考えるこ
と

• 最終到達点を考えること
• 小笠原は世界遺産地域に限らず広く見ること／小笠
原の暮らし方の中に世界遺産を、エネルギーや水の
問題も含めてどう位置付けていくのかを考えること

• 保全の話はさておき、そのおもしろさを発信するこ
と（再掲）

• 小笠原は海洋島、奄美・沖縄は大陸島であり、その
両方の魅力をセットで伝えていくこと

• 自分の守りたい価値を主張した上でそれを実現する
ために、研究者同士、研究者と地域の間で理解を深
めていくこと

• ファシリテータとして中立な第三者的な立場から役
割を果たすこと

• IDEAサイクルの中で、特にデザイン（D）に関わる
こと

• 昨年度2月にこれまでの小笠原諸島世界自然遺産地域について科学的見地から評価することを目的に、小笠原諸島世界自
然遺産地域科学委員会委員、国内の他の世界自然遺産地域科学委員会委員を交えてトークセッションを行った。

• 「地域参画・連携」では、地域を巻き込んだ遺産管理の仕組みづくりとして、他地域の事例を踏まえた新たな仕組みの提
案があった。

• 「生態系全般」では、今後取り組むべき事項として、気候変動への対応や外来種駆除手法の開発の重要性が挙げられた。
• 「研究者の役割」としては、目指すべき姿を示すこと、魅力発信をすること等が挙げられた。

２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出



平成30年度～令和3年度科学委員会助言事項（参考）
■世界遺産委員会決議への対応状況
＜要請事項a：新たな外来種の侵入・拡散防止＞
・「新たな外来種の侵入・拡散防止に関するWG」の再開も含めた 小笠原諸
島全体での取組 (R3)

・侵入時の分担や行動のシミュレーション (R2)
・ペット条例の検討は、 新たな外来種の侵入防止の観点から、 高く評価

(H30)

<要請事項b：環境影響評価>
・オガサワラカワラヒワの生息地の消失等につながらないよう配慮した母島
太陽光施設の計画 (R3)

・ 新たな外来種の侵入防止に資する対策の明示 (R2) 
・改定された世界遺産条約の作業指針を踏まえた対応 (R1)
・東京都の公共事業マニュアルの本格的な運用開始について、村民への周知

(H30)

＜奨励事項b：気候変動への適応＞
・適応策の検討、継続的なモニタリング (R2)
・干魃や大型台風の影響調査、復旧事業 (R1)
・気候変動に関するモニタリング結果等の集積、活用 (H30)

＜奨励事項d：エコツーリズムの推進＞
・SDGsの視点も含めたエコツーリズムの展開 (H30)

■ 科学委員会下部WGでの対応状況
<グリーンアノール対策ワーキンググループ>
・これまでの対策手法や技術、 その他の知見の整理。それを踏まえた 今後の
戦略の見直し(拠点防衛への転換等)の検討（R3）

・生分解性の素材を活用した散布型トラップの開発、早期導入(H30)

<陸産貝類保全ワーキンググループ>
・域外保全、 野生復帰等の検討・対応（R3）
・コウガイビルの属島への拡散防止、陸貝の域内・域外保全 (R2)
・ 野外で存続する個体群の確立 (H30)

<母島部会>
・母島での希少種保護、 外来種対策のための拠点施設 の設置 (R3)

<小笠原諸島における在来樹木による森林の修復手法検討会>
・（有性生殖の導入、ジーンバンクの確立・維持といった手法の導入も検討し
ながら、）オガサワラグワを含む湿性高木林の保全 (R3)

■その他、個別事業
・母島におけるオガサワラオオコウモリによる農業被害対策の強化 (R1)
・母島属島におけるネズミ駆除も含めたオガサワラカワラヒワ保全 (R1)
・優先順位等を考慮した石門におけるアカギ駆除 (H30)
・外来ネズミ類に対して、横断的な対策、技術開発のための、横断的な議論の
場の設置 (R2,R1,H30) 

・有人島と無人島をあわせた外来ネズミ類に関する全体的な戦略の検討 (R2)
・ネズミ対策技術の情報共有 (R2,R1)
・ツヤオオズアリ対策の効果は高く評価。 二見港での対策実施の検討も含め
て、 継続的な対策の実施 (H30)

・西之島における海鳥を経由した外来植物の侵入を防ぐためのモニタリングと
対処シナリオの検討 (R2)

・西之島における「大陸地殻の形成」 (登録基準 (viii)) プロセスのモニタリン
グ、価値の保全 (R1)

■遺産管理のあり方
・各法律・制度の概要、管理機関の守備範囲や役割分担、 予算等の整理 (R2)
・奄美大島、 徳之島、 沖縄島北部及び西表島世界遺産地域の科学委員会との
情報共有 (R1) 12

④ 各種会議や既存調査結果等の整理（科学委員会の主な助言事項等）

• 現行管理計画の対象期間（平成30年度～令和4年度）である5年間を対象に科学委員会でいただいた助言事項を整理した。
• 世界遺産委員会決議への対応状況や下部WGでの対応状況に関するものを中心に、各年の現状や事業実施状況を踏まえ、

ご意見をいただいた。

２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出

★今後作業予定
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平成30年度～令和3年度地域連絡会議の主な話題（参考）
■各種会議体のあり方
・地域連絡会議のあり方、位置付け
・管理機関と参画団体の間での情報共有
・ワーキング、 検討会等のあり方
・地域団体等の自主的な活動の支援
・世界遺産の管理体制や制度そのものについて議論、勉強する場

■希少種保全
・希少植物の域外保全
・オガサワラシジミ保全
・オガサワラカワラヒワ保全
・オガサワラオオコウモリの食害対策

■外来種対策
・有人島／無人島のネズミ対策
・父島ノヤギ対策
・母島ノネコ対策
・産業動物の持ち込みに関するルールづくり
・アフリカマイマイ対策
・シロアリ対策
・カイガラムシ対策
・オニヒトデ対策

■遺産管理体制の確保
・母島遺産センターの開設
・休日も対応してもらえる遺産管理窓口の設置

■その他
・国指定鳥獣保護区の管理
・西之島の社会的価値

• 今後、科学委員会同様に振り返り作業を実施予定。
• 近年の会議では、各種会議体のあり方、希少種保全、外来種対策、遺産管理体制の確保等について、ご意見をいただいた。
• 今後、地域参画団体への事前ヒアリングや地域連絡会議勉強会等も実施し、管理計画へ適宜反映。

２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出

★今後作業予定

※現時点では未整理。
⇒今後、過去の議論の経緯等を振り返りながら整理予定。

④ 各種会議や既存調査結果等の整理（地域連絡会議での主なご意見等）
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★まとめ方のイメージ案について

具体的な保全対象種 対策の方向性 現状と課題 脅威となる種、事項 対策の方向性 現状と課題

ノヤギ 根絶

外来植物（モクマオ
ウ、リュウキュウマ
ツ、アカギ、ギンネ
ム、キバンジロウな
ど）

排除

鳥山と巽崎のチチジマ
カタマイマイ等

ニューギニアヤリガタ
リクウズムシ

陸貝生息地への侵入防
止及び低密度化

エリマキガイやノミガ
イ類などの在来種

事業実施において一定
の配慮を施す

チチジマツチヒメカタ
ゾウムシ、東平周辺の
オガサワラコバネカミ
キリ父島亜種等

グリーンアノール、オ
オヒキガエル

エリア排除

東平から時雨山にかけ
ての地域のヒメカタゾ
ウムシ

リュウキュウマツ排除
にあたって配慮を施す

… … … … … … … …

父島
固有昆虫類の生息地を
保全する。

脅威

父島

  固有植生（乾性低木
林及びムニンヒメツバ
キ林）を中心とした生
態系を修復する。

東平一帯の乾性低木
林、島の中央部～南部
のムニンヒメツバキ林

先駆樹種の植栽などの
各種試験の実施

保全対象
長期目標島

父島
進化の過程を示す固有
陸産貝類の生息地を保
全する。

現行計画より整理 現行計画より整理

※あくまでイメージです！様式等も含めて今後整理予定。

２．小笠原諸島の現状把握と課題抽出

★今後作業予定

• 小笠原諸島の現状把握及び課題抽出作業にあたって、必要な対策検討に資する議論の基礎資料とすることを想定。
• 小笠原諸島の現状を現行管理計画「5.(7)島ごとの対策の方向性」に沿って改めて保全対象、脅威等を整理し、それぞれ

の現状や課題を、各種会議（科学委員会及び地域連絡会議等）や既存調査結果（②アクションプランの振り返り結果も含
む）等に基づき整理。

各種調査結果等を基に整理

「5.(7)島ごとの対策の方向性」 で拾えていない
項目は必要に応じて追加

「5.(7)島ごとの対策の方向性」 で拾えていない
項目は必要に応じて追加

各種調査結果等を基に整理

案件によっては島ごとの枠に拘らず、項目を追加
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（１）自然環境等の変化に応じた課題の再整理
・この5年間で生じた自然環境や社会状況の変化をとらえ、今後5
年間の課題を再整理する

※今後作業

（その他）管理計画、アクションプランの構成の再整理
・管理計画、アクションプランの構成を再整理し、相互の関連性が
わかりやすい計画書とする

（５）地域参画の推進に向けた体制・しくみの検討
・地域住民の遺産管理への参加、世界自然遺産による地域振興・経
済発展などの体制・しくみの充実を検討する

※地域連絡会議等において要検討

（３）リソースの効果的活用を念頭に置いた方策の再検討
・遺産管理のリソースが限られていることを踏まえ、より効果的な
遺産管理を図るため、達成目標や取組内容等を再整理する

（２）気候変動への対応、外来種駆除技術の開発
・より長期的・大局的な視点から遺産管理をしていくため、気候変
動への対応を検討する

・外来種駆除技術開発の重要性を踏まえて必要な対応を検討する

（４）科学者の役割の再整理
・科学的見地から目指すべき姿を示すこと、小笠原諸島世界自然遺
産地域の魅力発信等について、科学者の役割として、管理計画に
整理することを検討する

■管理計画・アクションプランの評価

②アクションプランの振り返り
・目標達成困難の要因は「予算」「技術」が多かった。
・管理計画とAPの関連性がわかりにくく、進捗を確認しづら
い。

■小笠原諸島の現状把握と課題抽出

③学術研究会での主なご意見等
・地域参画・連携について、地域を巻き込んだ遺産管理の仕
組みづくりとして、他地域の事例を踏まえた新たな仕組み
の提案があった。

・生態系全般については、気候変動への対応や外来種駆除手
法の開発の重要性等が挙げられた。

・研究者の役割として、目標の姿を示すこと、魅力発信をす
ること等が挙げられた。

①管理計画の振り返り
・管理計画の構成、管理計画とAPの関係性がわかりにくい。

④各種会議や既存資料※等の整理
・各種会議（④-1:科学委員会や④-2:地域連絡会議）や既存
調査結果（②アクションプランの振り返り結果も含む）等
を整理し、これらの知見を踏まえて適宜反映を図る。

※今後作業

■管理計画・アクションプラン見直しの視点

現時点での管理計画・アクションプランの振り返り結果と見直しの視点（中間報告）

※あくまで現時点版であり、今後の作業の中で必要に応じて追加、修正予定
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１.はじめに

２.計画の基本
的事項
・策定の目的
・対象範囲
・期間
・管理計画実行
の考え方

本計画の実行にあ
たり、主に島ごと
の目標及び対策
の内容を示す「世
界遺産小笠原諸
島生態系保全アク
ションプラン」を定
める。

４.管理の基本理念と基本方針
（１）基本理念 （２）基本方針

（３）基本方針に貢献する保護制度

７.管理の体制
・管理景観の体制
・科学的知見に基づく
順応的管理体制
・関係者の連携のため
の体制
・国内外との連携

８.おわりに

参考①用語の説明
参考②生態系保全に

係るガイドライン
等の一覧

参考③主な法規制等
参考④地域連絡会議

設置要綱
参考⑤科学委員会

設置要綱

３.世界自然遺産
小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置
（２）総説
（３）自然環境
地質、気象・海流、植物、
動物、生態系の相互作用
と進化

（４）社会環境
歴史と生活、主な産業、土
地所有状況、利用状況

（５）世界自然遺産小笠原
諸島

遺産価値（WHC評価）、
WHC決議の要請事項・
奨励事項

（６）管理計画による管理
の現状及びこれまでの
取組

世界自然遺産小笠原の顕著な普遍的
価値を正しく理解し、島の自然と人間が
共生していくことにより、小笠原諸島の
有する優れた自然環境を健全な状態で
後世に引き継いでいく

①優れた自然環境を健全な状態で後世に引き継いでいくための保全
（種の保全、外来種対策、環境配慮、順応的管理（科学的アプローチ・サイクル））

②顕著な普遍的価値を正しく理解し、島の自然と人間の共生
（村民への普及啓発・自然と共生した暮らし、来島者の啓発・エコツーリズム）

原生自然環境
保全地域

国立公園
森林生態系
保護地域

国指定鳥獣
保護区

国内希少野生動
植物種

天然記念物
外来種対策に
係る制度

５.管理の方策

（３）各種事業における
環境配慮の徹底

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（４）順応的管理のため
の情報の活用

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（５）自然と共生した島
の暮らしの実現

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題島民への普及啓発

愛玩動物・園芸植物の
飼養・栽培・持ち込み等

産業活動との調和

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（６）エコツーリズムの
推進

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

来島者向けの普及啓発

持続可能なエコツーリ
ズムの実現

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

６.島ごとの
対策の
方向性

父島
概要

新たな外来種の侵入拡散防止

１.父島

２.兄島

種の保全

各種事業における環境配慮の徹底

順応的管理のための情報の活用

自然と共生した島の暮らしの実現

エコツーリズムの推進

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

世界遺産小笠原諸島生態系保全アクションプラン
～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

～

モニタリング計画（？）

（１）種の保全 長期目標

植物の保全

陸産貝類の保全

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

その他の生物の保全
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（２）新たな外来種の
侵入・拡散防止

長期目標

外来種の拡散防止

物資や人の移動に伴う
外来種の侵入防止

管理方策
（既存の取組を含む）

新たな外来種の侵入状
況の把握

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

外来種被害からの再生
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

基
本
方
針
①
に
対
応

基
本
方
針
②
に
対
応

管理計画及びアクションプランの構成見直し（現時点案）

■世界自然遺産 小笠原諸島管理計画（2023～2033）構成見直し（案）
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３.世界自然遺産
小笠原諸島の概要

（１）小笠原諸島の位置
（２）総説
（３）自然環境
地質、気象・海流、植物、
動物、生態系の相互作用
と進化

（４）社会環境
歴史と生活、主な産業、土
地所有状況、利用状況

（５）世界自然遺産小笠原
諸島

遺産価値（WHC評価）、
WHC決議の要請事項・
奨励事項

（６）管理計画による管理
の現状及びこれまでの
取組

１.はじめに

２.計画の基本
的事項
・策定の目的
・対象範囲
・期間
・管理計画実行
の考え方

本計画の実行にあ
たり、主に島ごと
の目標及び対策
の内容を示す「世
界遺産小笠原諸
島生態系保全アク
ションプラン」を定
める。

４.管理の基本理念と基本方針
（１）基本理念 （２）基本方針

（３）基本方針に貢献する保護制度

７.管理の体制
・管理景観の体制
・科学的知見に基づく
順応的管理体制
・関係者の連携のため
の体制
・国内外との連携

８.おわりに

参考①用語の説明
参考②生態系保全に

係るガイドライン
等の一覧

参考③主な法規制等
参考④地域連絡会議

設置要綱
参考⑤科学委員会

設置要綱

世界自然遺産小笠原の顕著な普遍的価
値を正しく理解し、島の自然と人間が共
生していくことにより、小笠原諸島の有す
る優れた自然環境を健全な状態で後世
に引き継いでいく

①優れた自然環境を健全な状態で後世に引き継いでいくための保全
（種の保全、外来種対策、環境配慮、順応的管理（科学的アプローチ・サイクル））

②顕著な普遍的価値を正しく理解し、島の自然と人間の共生
（村民への普及啓発・自然と共生した暮らし、来島者の啓発・エコツーリズム）

原生自然環境
保全地域

国立公園
森林生態系
保護地域

国指定鳥獣
保護区

国内希少野生動
植物種

天然記念物
外来種対策に
係る制度

５.管理の方策

（３）各種事業における
環境配慮の徹底

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（４）順応的管理のため
の情報の活用

長期目標
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（５）自然と共生した島
の暮らしの実現

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題島民への普及啓発

愛玩動物・園芸植物の
飼養・栽培・持ち込み等

産業活動との調和

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（６）エコツーリズムの
推進

長期目標

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

来島者向けの普及啓発

持続可能なエコツーリ
ズムの実現

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

６.島ごとの
対策の
方向性

父島
概要

新たな外来種の侵入拡散防止

１.父島

２.兄島

種の保全

各種事業における環境配慮の徹底

順応的管理のための情報の活用

自然と共生した島の暮らしの実現

エコツーリズムの推進

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

主な課題と必要な対応 2033年達成目標 具体的取組長期目標 実施機関 評価指標

世界遺産小笠原諸島生態系保全アクションプラン
～ ～ ～ ～

～ ～ ～ ～

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

モニタリング手法

～

モニタリング計画（？）

（１）種の保全 長期目標

植物の保全

陸産貝類の保全

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

その他の生物の保全
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

（２）新たな外来種の
侵入・拡散防止

長期目標

外来種の拡散防止

物資や人の移動に伴う
外来種の侵入防止

管理方策
（既存の取組を含む）

新たな外来種の侵入状
況の把握

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

管理方策
（既存の取組を含む）

（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

外来種被害からの再生
管理方策

（既存の取組を含む）
（長期目標達成に向けた）
現状及び主な課題

基
本
方
針
①
に
対
応

基
本
方
針
②
に
対
応

管理計画及びアクションプランの見直し方針（案）

■見直しの視点
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（３）リソースの効果的活用
を念頭に置いた方策の再検討

今後の振り返り結果を踏まえて見直し予定

（２）気候変動への対応

現時点では大幅な見直しは想定なし？

（２）外来種駆除技術の開発？？

（４）科学者の役割の再整理

（５）地域参画の推進に向けた
体制・しくみの検討？

（１）自然環境等の変化
に応じた課題の再整理？

（４）科学者の役割の再整理
⇒目指すべき姿の明確化

（１）自然環境等の変化に応
じた課題の再整理？


